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人口、すなわち高齢者は約 3190万人、高齢化率は 25.1％と報告されている。平均寿命で見ると男子 80.5 歳（世
界第 3位）、女子 86.8 歳(世界第１位)となっている(世界保健統計 2015．7.30)。男女合わせると世界１の長寿国
である。しかしながら介護を必要とせず、自立可能な、いわゆる健康寿命(健康上の問題で日常生活が制限される
ことなく生活できる期間と定義されている)は男子 9.02歳、女子 12.4歳と、ともに 10歳程度の開きがあり、男性
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